その愛は五年分
　
　
龍之介＃３２
　
　
　とある夏の日。その部屋には、怒りが満ちていた。
　ベッドの上で腕組みをしながらあぐらをかき、金髪のツインテールを逆立てんばかりに目を吊り上げているのは、この部屋の主、渋垣茉理だ。
　その眼下、フローリングの床に正座姿でうなだれている一人の男は、つい先日彼女と結ばれた久住直樹だった。
「んっっっっとにもうっ！」
　茉理が固く握った拳でベッドを叩く。が、勢いよく振り下ろされた腕に反して、出た音は「ばふっ」という迫力のない音だけだった。
「も……申し訳ない……｣
　それでも彼は、膝に手をつき頭を下げる。
「そんなに……」
　外出着のスカート姿の茉理が、一旦言葉を切って唇を噛む。そして、自分の背後に隠した物に意識を向けたあと、再度口を開いた。
「そんなにスパッツが好きなのっ！」
　
　

　
　
　茉理が疑惑を持ち始めたのは、一週間ほど前だった。
　空は快晴。気温は高かったが、気分のよかった彼女は勢いに任せて家中の掃除をこなし、更に、えいやっと布団も干した。
　部屋のクーラーはつけていたものの、一通り終わる頃には結構な量の汗をかいており、Ｔシャツもスパッツもじんわりと湿ってしまっていた。その状態が気持ち悪く、茉理は着ているものを全部洗濯カゴに放り込み、そのまま浴室に入ってシャワーを浴びた。
　着替えも済んでさっぱりし、自室で涼んでいたところに直樹が帰ってきた。
　すぐ二階に上がってくるものと思っていたが、なかなか来ない。リビングでテレビでも見ているのだろうか、それならば一緒に見ながら夕飯を作るまでの時間をのんびり過ごすのもいい。そう考えて、茉理は部屋を出て階段を下りた。
　直樹は、脱衣所にいた。
　その手に、茉理が先ほど脱ぎ捨てたスパッツを持って。
「……お、か、え、り。直樹」
「……た、ただいま！　外暑くて汗かいちまった。さ、シャワーでも浴びるかな！」
　言うが否や、直樹は服に手をかける。見えなかったことにしつつ、茉理は無言でその場を立ち去った。
　
　まさか……いや……それからしばらく、彼女の脳内を様々な考えが走った。この間初めて関係を持った時、そういえばスパッツは身体のラインが出るとか、そういうことを言っていた。そんな目で見られていたのだから、脱いだばかりのスパッツに興味が湧いたとしてもおかしくはない。だが、普通それを手に取ってみたりするだろうか。更に、不用意だったとはいえ、その洗濯カゴにはブラやショーツも入っていたというのに。
　フェチ。茉理の頭に一つの単語が浮かぶ。実感は持てないが、どういったものかは何となく理解している。実際、いつも着ているカフェテリアの制服も、それを着ている女の子より服そのものが好きな人がいるということは、先輩からの忠告などで知っている。
　でもまさか、直樹がそうだとは……でももしかしたら、私よりスパッツの方が好きなんてことは……茉理の考えはあり得ないところにまで飛躍し、さすがにそれはないと自分で否定するが、疑惑は晴れないままだった。
　
　
　その疑惑が確信に変わったのは十五分前だった。
　夕方まで帰らないと直樹に言付けて買い物に出た。その途中、景品と交換する予定だったポイントカードを部屋に忘れたことに気付き、慌てて戻った。そこで見てしまったのだ。
　
　ベッドの上に脱いだままのスパッツを直樹がしっかりと手に取っている姿を。
「な～お～き～！」
　これはもう、言い逃れができる状況ではない。ドアが開け放してあったから中が見えたのだとしても、『スパッツを手に取るために他人の部屋に侵入した』事実は変わらないのだから。
「いや、あの……これはだなっ！」
　言い訳しようにもできない直樹がそれでも何とか口を開こうとする。そんな状況になっても、彼の手はスパッツを握ったままだ。
　まさかとは思っていたが、自分の恋人がスパッツフェチの変態だったなんて……茉理の中で、呆れ、情けなさ、失望、色々な感情がない交ぜになって怒りに凝縮されていく。
「直樹っ！」
　ずかずかと歩いて行き、直樹の手からスパッツを奪い取り、そのままベッドに飛び乗る。
「そこに直りなさいっ！」
　観念したように、直樹はうなだれ、正座をする。
　申し開きは、茉理の想像した通りだった。茉理が出かけた後、リビングでテレビでも見ようかと思ったら、部屋のドアが開いていた。たまたまベッドの上にあるスパッツが見え、いけないとは思いつつも興味の方が勝り、中に入ってしまったとのことだった。
「ふーん」
　茉理は直樹の言を興味なさそうにあしらい、蔑んだ目で見下ろす。
「変態」
「うっ……」
　直樹が目を伏せる。
「まったく……」
　理解ができない。スパッツをはいた自分に欲情されるのなら、若干気持ち悪い部分もあるが、それはそれで嬉しい。だが、スパッツ自体にそこまで興味を持たれると、自分がただの服に負けてしまっているような、そんな気がするのだ。
　だから、腹が立つ。
「んっっっっとにもうっ！」
　怒りをベッドにぶつける。想像以上に弱い音しか出ない。そのことすら怒りを増す原因になる。
（ああもうっ！）
　茉理の頭で何かが弾ける。
「そんなにスパッツが好きなのっ！」
　
　
　
「ああ、大好きだ！」
　返ってきたのは、開き直ったかのような全肯定。
「え……」
　思い切りのいい返事に、茉理がたじろぐ。
「昔っから……茉理を好きになる前も、好きなんだと自覚した時も、想いを打ち明けようか悩んでた時も、一緒になった時も、茉理はいつもスパッツだった。だから……気がついたらスパッツも一緒に好きになってた。俺の中ではスパッツ、イコール茉理なんだよ！　だから大好きなんだ！」
　直樹の告白が、部屋に満ちていた怒りを割って茉理へと飛んでいく。
「えっと……」
　茉理の頬が朱に染まる。
「それに！」
　直樹の言葉が続く。
「単純にスパッツ全部を好きなんじゃない。茉理のはいたスパッツだけが好きなんだっ！」
　怒りのために茉理の顔へ上った血が、別のものに変わっていく。
「あたしの……はいた……」
　服ではなく自分を好いてくれていることへの嬉しさ、それを打ち明けられたことへの照れ、そんなものが湧き上がってくる。
「そのスパッツを見て、何……考えてたの？」
　いくつかの思いと共に浮かんできた疑問を口に出す。
「それは……その……」
　直樹が言い淀む。
「……えっちな……こと？」
　それしかないであろう答えを、茉理が促す。
「……………」
　コクリと、赤くなりながら直樹が頷く。
「……したい？」
　茉理の意識が、もう一度背中のスパッツへと向く。
「……ものすごく」
　てらいもなく肯定する直樹と、何だかんだと言いながら水を向けてしまった自分自身とに苦笑しながら、茉理は腰を回して背後のスパッツを手につかむ。
「そうだっ！」
　何かを思い付いたように直樹が立ち上がり、茉理に耳打ちする。
「えっ！　……」
　茉理の耳は、一瞬で真っ赤になった。
　
　
　
「ほんっとに、もう……」
　着替えるために一旦外に出した直樹を再度迎え入れた茉理は、スパッツ姿でベッドに腰掛け、頬を赤らめていた。
「やっぱり変態だ……」
　上目遣いで恋人に睨まれている直樹は、先ほどとは変わってニヤニヤと笑っている。
「何とでも言え」
　その顔のまま、直樹が歩み寄る。
「もう……」
　もうちょっとムードよくならんものかと直樹も思うのだが、そんな雰囲気を作れるようになるのは遠い先だろうとも、同時に思う。
「……ん」
　これから行為に入るという合図代わりに、唇を軽くついばむ。そして、どちらからともなく、ベッドに倒れ込む。
　カーテンは閉めているが、夏の日差しはそれを透かして部屋に入り込み、まだ服に包まれたままの茉理の身体を照らしている。
「茉理……」
　名前を呼び、もう一度口づける。今度は深く、長く。歯列をなぞり、お互いに舌を絡ませる。
　小さいながらも確かにＴシャツを押し上げる柔らかそうな膨らみをスルーし、右手を下半身に伸ばす。
　触れるのは、サラッとした感触の化学繊維。
「んっ……」
　内腿に触れられた茉理が小さな声を上げる。
「さ～て」
　唇を離し、直樹は茉理と目を合わせる。
「約束を守ったかどうか確かめるとするか」
「……バカ直樹」
　そう言って、意地悪顔の彼氏から目をそらす彼女。
　その照れたふくれっ面に気をよくしながら、直樹は下腹部へと視線を移す。黒くつややかなスパッツに包まれた、健康的な肢体。女性らしい丸みを帯びた腰、張りと柔らかさを両方たたえた太もも、そして、その中央に位置する奥ゆかしい陰裂。
「……や、やらしい顔で見ないでよ」
　どこを見られているのか分かっている茉理が顔を朱に染める。
「やらしいことしてるんだ。やらしい顔にもなる。それに……」
　直樹が股間に顔を近づける。スパッツの薄い布地から、その下にある陰唇の形がはっきりと見て取れる。
「ノーパンでスパッツはいてるやつに言われたくないな～」
　直樹が口の端をつり上げる。
「……あ、」
　茉理は耳の先から首筋まで真っ赤だ。
「あんたがそうしろって言ったんじゃないっ！」
　叫んで、「もおーっ！」と言いながら枕に顔を埋める。
「ふっふ～」
　笑みをこぼしながら、直樹はスパッツに覆われた股間に手を伸ばす。
「んんっ！」
　摩擦の少ない生地から感じられる肉感的な感触は直樹にも新鮮で、指先に神経を集中させて撫で回す。
「柔らかい……それに」
　直樹の指先が花弁の周囲をなぞる。
「生地が薄いから毛の一本一本まで分かるよ」
「いやあぁ……」
　ようやく顔を離したばかりの枕を、今度は顔の上に乗せて身悶えする。
「そんなに恥ずかしがるなって」
　直樹は僅かに濡れ始めている股間から一度手を離し、今度は左右の手で太ももの内と外を交互に撫で回す。
「ん～、スベスベ……」
　外側を触った時にちょっと緩む緊張感と、内側に移った時の電気が走ったかのように震える身体を楽しみながら、茉理の気分を盛り上げていく。
「はぁ……はぁ……」
　茉理が徐々に息を荒げていく。直樹の手によりどけられた枕の下から出てきた顔は上気し、汗ばんだ肌に髪が張り付き、その表情に直樹の興奮も上がっていく。
「茉理っ」
　髪を梳き、後頭部を掻き抱くように顔を引き寄せ、また唇を重ねる。
「直樹ぃ……」
　唇を離すと同時に漏れる惚けたような吐息に、直樹の脳髄が痺れる。
「っし……そろそろ」
　体を離した直樹がズボンに手をかける。
「……入れるの？」
　胸も下腹部もまだ外気に晒していない茉理が、恐る恐る、といった感じに聞いてくる。その目は「まだもうちょっと」と訴えている。
「まださ。ちょっと試したいことがあってな」
　ズボンと下着を脱ぎ捨てた直樹が、茉理と向かい合う。
「こうしてっと……」
　仰向けに寝転んだ茉理の膝裏に手を添え、上へと上げさせ、踵とお尻がくっつくところまで持って行く。
「は、恥ずか……」
　足を広げてはいないものの、先ほどより形がはっきりと分かるようになった陰列が、より直樹に見えやすくなる。
「いい眺め……でも、目的はそれじゃないんだな」
　言いながら、直樹は茉理の両脚を閉じさせる。
「よし、思った通り」
　にやっと笑い、スパッツフェチは自らの肉棒を手に取り、狙いを定める。
「……あっ！」
　その彼女は、自分の股間と両太ももの間に空いた小さな空間と、そこに向かって近づいてくる男根とを同時に見た。
「おお、これは何とも！」
　拒否する間もなく、直樹は彼自身をその空間に突っ込み、腰を振り始めた。化学繊維のサラサラ感がピストン運動を助け、その内側の太ももや花弁が陰茎を柔らかく包む。
「んっ、もう……このド変態……」
　乱暴に往復する亀頭の先端や、スパッツの生地越しに擦られるクリトリスへの刺激とで、茉理の息が段々と上がり、声が艶を帯びていく。
「あっ、あっ……んっ……」
　陰列から染み出た愛液と、亀頭からの先走りによって、スパッツはじんわりと湿り始める。
「よぅし、じゃあ」
「えっ？」
　いきなり行為をやめた直樹が、そのことに驚いて止まった茉理をくるっと回し、うつぶせに寝かす。
「ちょっとじっとしてろよ～」
「え？　ちょ……なに？」
　いきなりのことにまったく状況がつかめない茉理をよそに、直樹はあらかじめベッド下に置いておいたハサミを手に取り、粘液に濡れたスパッツの股間部をつまむ。
「わっ……ちょっと直樹、何してっ！」
　振り向いた茉理がその状況を認知した次の瞬間、ハサミは軽やかな音で彼女のスパッツに小さな穴を開けた。そして連なる、ビッと何かを裂く音。
「な～お～き～！」
「うん、グレイト！」
　両拳を握る茉理に、直樹はその股間を見て笑みを浮かべる。
「一度スパッツをはいたままの茉理としてみたかったんだ」
　言いながら、直樹は肉棒を花開いた陰唇にあてがう。
「こんっの……」
　蹴り上げてやろうかと脚に力を入れる茉理に、
「かわいいお尻」
「いひゃぁっ！」
　両手で小ぶりの臀部を撫で回し、親指でそのすぼまりを押して抵抗を奪う直樹。
「よっと」
「んあぁっ！」
　スパッツのその部分だけ綺麗に穴の空いた女陰めがけて、直樹が腰を突き立てる。
「やっ、あぁ、こ……の、へ……んっ……た」
　濡れそぼった秘洞を剛直で貫かれながら、茉理は小刻みに喘ぐ。
　
　
　
「フェチってさー」
　カフェテリアで仕事中、先輩達の会話の中から聞こえてきた単語を茉理の耳が拾う。
「初めて『性』を感じたものとかに起因するらしいよ」
「へー……じゃあ、ここに時々来るどう見てもこの制服フェチでしかないだろうとかいうアイツも？」
「女性に興味持つ年頃の時、たまたまファミレスで綺麗なウェイトレスさんに出会ったとか……じゃない？」
「そんなもんなのかねー」
「そんなもんらしいよー」
　
　
　
「いっ、ああっ！　なおっ……きっ！　激し……」
　スパッツに包まれたお尻や太ももを撫でながら腰を振る直樹を感じながら、茉理は以前聞いたその会話を思い出していた。
（直樹も……そうなのかな……）
　五年前、記憶喪失状態で我が家にやってきた彼。ちょうど、女の子に興味を持つ年頃だったはずだ。その頃からあたしはスパッツをはいていて……
（もしかして……）
　直樹がここまでスパッツに強い性欲を抱くのは、あたしとずっといたから？
　
「くっ……茉理！　茉理！」
「はっ、んっ、直樹っ！」
　直樹の動きが激しくなり、絶頂が近いことを感じる。
「や、あっ、いぃっ……んぁっ！」
　シーツを握る手に力がこもる。
「茉理っ……出るっ！」
　瞬間的に引き抜かれた陰茎から噴出した白濁をお尻に感じながら、茉理は彼との五年間を思い出していた。。
　
　
「はぁ、はぁ……」
　うつ伏せで息を整える茉理の黒いお尻には、先ほどぶちまけた精液が転々と白く残っている。一部はＴシャツにも飛び、灰色の染みとなっている。
　直樹はその横顔を見ながら、まだ太ももを覆っているスパッツをそっと撫で、自分も呼吸を落ち着かせていた。
「直樹」
　枕に埋めた顔はそのままに、目だけが横の直樹を睨む。
「う……ごめ」
　スパッツを汚すばかりではなく、穴まで開けてしまったことを今更になって直樹は反省する。
「早くスパッツ拭いてＴシャツと一緒に洗濯しといて！」
「……え？」
　てっきり「もうこんなのはけない！」と言われ、ゴミ箱行きだと思っていた直樹は茉理の言葉が信じられず、思わず固まってしまう。
「早くっ！」
「お、おうっ！」
　飛び上がるように行動へ移る。
（もしかして、また使ってもいいってこと……かな？）
　洗濯機を回しながら、直樹は小さく笑うのだった。
　
　
　後日、直樹が新しいスパッツを買わされたのは言うまでもないが。
　
平成二十三年九月四日
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